


　

本
村
は
、
平
成
23
年
３
月
12
日
、
午

前
３
時
59
分
に
発
生
し
た
、
震
度
６
強

と
い
う
直
下
型
大
地
震
か
ら
10
年
と
い

う
節
目
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
地
震
発
生
か
ら
切
れ
目
な
く
余

震
が
続
き
、
震
度
６
弱
が
２
回
、
震
度

５
弱
が
１
回
を
含
め
、
７
時
間
の
う
ち

に
大
き
な
揺
れ
を
１
３
０
回
も
記
録
し

ま
し
た
。
地
震
発
生
の
瞬
間
か
ら
始

ま
っ
た
そ
の
日
の
絶
望
は
、
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

ま
だ 

２
メ
ー
ト
ル
近
い
積
雪
が
あ
る

中
で
の
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
避
難
所

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

　
栄
村
長

 
 

宮
川
幹
雄

 

栄
村
震
災
10
年
の
あ
ゆ
み

　  

　
　
　  

発
刊
の
ご
挨
拶

　

10
年
と
い
う
年
月
は
長
か
っ
た
よ
う

で
も
あ
り
、
ま
た
一
瞬
の
時
間
で
あ
っ

た
よ
う
に
今
で
は
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

地
震
直
後
か
ら
10
億
円
を
超
え
る
義
援

金
・
寄
付
金
な
ど
、
国
・
県
を
は
じ
め

全
国
の
多
く
の
皆
様
か
ら
の
物
心
両
面

に
わ
た
る
ご
支
援
に
よ
り
、
村
民
に
大

き
な
希
望
と
勇
気
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

　

こ
の
10
年
の
間
、
村
民
全
員
が
様
々

な
想
い
の
な
か
で
、
悲
し
み
や
苦
し
み

を
乗
り
越
え
、
助
け
合
っ
て
、
今
日
ま

で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の

10
年
と
い
う
節
目
に
、
も
う
一
度
今
ま

で
の
日
々
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
、
未
来
に
踏
み
出
し
て
い
く
決
意
で

い
ま
す
。

　

震
災
の
翌
年
、
平
成
24
年
に
策
定
し

た
震
災
復
興
計
画
で
は
、
基
本
目
標

に
「
震
災
を
乗
り
越
え
、
集
落
に
子
ど

も
の
元
気
な
声
が
響
く
村
」
を
設
定
し
、

そ
の
達
成
の
た
め
に
①
「
暮
ら
し
の
拠

点
・
集
落
の
復
興
・
再
生
」、
②
「
農

業
を
軸
に
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
産

業
振
興
」、③
「
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
の
三
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
、
村
の
復
興
と
再
生
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
目
標
と
し
て
は
、
集
落
ご

と
の
復
興
住
宅
の
整
備
、
公
民
館
の
新

築
・
改
修
を
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
な
が
ら
、
計
画
的
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
二
つ
目
の
目
標
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
産
業
振
興
と
は
言
い

難
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
型
農
業
機
械

が
各
営
農
組
織
に
配
備
さ
れ
、
震
災
前

と
は
比
較
で
き
な
い
機
動
力
で
稲
作
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
農
産
物
の
直
売
所
も
物
産

セ
ン
タ
ー
と
並
ん
で
設
置
さ
れ
、
信
越

県
境
に
お
け
る
村
の
賑
わ
い
処
と
し
て

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ

ら
に
風
土
感
の
あ
る
産
業
の
振
興
に
力

を
注
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
三
つ
目
の
目
標
で
は
、
県
道
長
瀬

横
倉
停
線
「
か
い
回
り
坂
」
の
改
良
が

終
わ
り
、
一
番
悪
か
っ
た
と
こ
ろ
は
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
道
箕
作
飯

山
線
も
令
和
２
年
11
月
に
全
線
が
開
通

し
、
60
年
に
わ
た
る
交
通
不
能
区
間
が

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
潟
県

境
の
旧
宝
山
荘
付
近
の
県
道
改
良
、
秋

山
郷
へ
続
く
国
道
４
０
５
号
も
計
画
的

に
改
良
が
進
め
ら
れ
、
災
害
に
強
い
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
確
実
に
前
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

復
興
に
向
け
て
の
歩
み
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
人
口
の

減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
震

災
当
時
９
２
７
世
帯
、
２
、３
３
０
人

あ
っ
た
人
口
は
、
令
和
３
年
１
月
に
は 

８
０
３
世
帯
、
１
、７
４
６
人
と
な
り
、

こ
の
10
年
間
で
約
５
０
０
人
が
減
少
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
大
規
模
な
自
然
災

害
の
頻
発
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
な
ど
、
今
ま
で
の
社
会
か

ら
の
転
換
を
迫
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
あ
る
今

こ
そ
、
自
分
た
ち
の
足
元
を
見
つ
め
直

し
、
地
域
の
絆
を
守
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
全
力
で
村

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
い

ま
す
。

　

震
災
か
ら
の
10
年
を
村
民
自
ら
の
励

み
と
し
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
全
国

の
皆
様
に
重
ね
て
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
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長野県北部地震の概要

被害の概要

目 

次

日　　時／平成 23 年（2011 年）3 月 12 日
　　　　　3 時 59 分頃
震　　源／長野県・新潟県県境付近
　　　　　深さ８㎞
最大震度／ 6 強（マグニチュード 6.7）
地震回数／ 348 回
　　　　　（３月 12 日〜４月 12 日）
法適用等／災害救助法（３月 12 日）
　　　　　激甚災害指定（３月 13 日）
　　　　　被災者生活再建支援法（３月 16 日）

●推計震度分布図　（気象庁による）

人的被害／
死亡　３名

（避難生活によるストレス・過労が原因とする災害関連死）

軽傷10名	

建物被害／
住　家　　694棟
全壊 33棟　大規模半壊 21棟
半壊 148棟　一部損壊 492棟	

非住家　1,048棟
全壊 161棟　大規模半壊 22棟
半壊 119棟　一部損壊 746棟	

ライフライン被害／
簡易水道等	 13施設
農業集落排水	 49箇所
合併浄化槽	 195基
道　路	 264箇所
河　川	 ２箇所
治　山	 14箇所

農業被害／
農　地	 832箇所
農　道	 137箇所
水　路	 134箇所
ため池	 ５箇所

公共施設等被害／
庁舎等
役場庁舎、駅前駐車場、消雪パイプ	

福祉・医療施設
高齢者総合福祉センター、老人福祉センター、診療所など

学校施設（小・中学校）
校舎・プール・屋内外運動場、教員住宅３棟など	

社会教育施設等
公民館21施設、文化会館、農村広場、旧東部小学校体育館
県宝「阿部家住宅」など	

農業関係施設
堆肥センター、農林産物処理加工センターなど	

観光施設
スキー場、中条温泉「トマトの国」、物産館など	

消防施設　21箇所	
村営住宅　16棟	

孤立被害／
３月12日
秋山地区（116世帯253人）雪崩により国道405号 通行止め
３月12日 ９時  通行止め解除により孤立解消
小滝地区（19世帯49人）雪崩・土砂崩落により村道月岡志久見線 通行止め
３月12日 15時  ヘリコプターで住民救助
坪野地区（13世帯29人）雪崩・土砂崩落により村道天代坪野線 通行止め
３月12日 16時  徒歩で避難		

３月15日
秋山地区（116世帯253人）落石により国道405号 通行止め
３月19日 17時  通行止め解除により孤立解消	

3 栄村震災 10年のあゆみ

１   

長
野
県
北
部
地
震
に
よ
る
被
害

１　長野県北部地震による被害
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避難の状況

救助活動等の状況

村内２カ所に応急仮設住宅を建設（平成24年９月時点）

●避難所別 避難者数の推移

区　　　　分 避難者数 建設戸数

村外避難者 11世帯26人

応急仮設住宅
入居者

横倉地区 44世帯98人 50戸

北野地区 ４世帯６人 ５戸

対象地区（集落） 避難所 最大避難者数 閉鎖日

長瀬・志久見校区
（雪坪・志久見・柳在家・切欠・長瀬・原向） 旧東部小学校 279人 3月29日

北野校区
（笹原・当部・天代・坪野・北野・中野・極野） 北野天満温泉 201人 6月1日

中央地区
（野田沢・大久保・天地） 栄中学校 122人 3月29日

百合居地区
（泉平・横倉・月岡・小滝）

旧北信小学校
（現、栄小学校） 339人 4月9日

水内地区
（森・青倉・塩尻） 栄村役場 335人 6月19日

箕作地区
（箕作） 箕作集落センター 128人 3月29日

豊栄地区
（白鳥・平滝）

特別養護老人ホーム
「フランセーズ悠さかえ」 383人 3月29日

計 ７箇所 1,787人

●救助活動等の状況

消防団員・消防職員

緊急消防援助隊（期間３月 12 日）

消防団員出動　　　　　　　　　　　延べ人数　2,380 人（期間 ３月 12 日～３月 31 日）
消防職員出動　　　　　　　　　　　延べ人数　　　90 人（期間 ３月 12 日～３月 20 日）
応援要請に基づく消防団員出動　　　延べ人数　　215 人（期間 ３月 15 日～３月 18 日）
（出動市町村：飯山市・中野市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉村、新潟県津南町）

指揮支援部隊（神戸市消防局）　１隊　 ４人（県庁着）
兵庫県隊　　　　　　　　　　 67 隊 269 人（飯山市道の駅「花の駅千曲川」進出）
奈良県隊 　　　　　　　　　　24 隊　91 人（長野市エムウェーブ進出）
航 空 隊（孤立地域［小滝地区］の避難者搬送）
　京都市ヘリ 　１機５人、大阪市ヘリ　１機６人

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

３
月

12
日

午
前
３
時
59
分
に
長
野
県
北
部
地
震
が
発
生

【
本
震
・
午
前
３
時
59
分
に
震
度
６
強
／
余
震
・
午
前
４
時
31
分
に
震
度
６
弱
、
午
前
５
時
42
分
に
震
度
６
弱
】

住
宅
損
壊
（
全
壊
33
棟
、
半
壊
１
６
９
棟
、
一
部
損
壊
４
９
２
棟
）、
山
腹
、
道
路
、
田
畑
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
被
害
を

受
け
る

村
は
午
前
６
時
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
午
前
11
時
に
８
０
４
世
帯
２
、０
４
２
人
に
対
し
て
避
難
指
示

災
害
救
助
法
が
適
用

13
日

激
甚
災
害
に
指
定

18
日

栄
村
復
興
支
援
機
構
「
結
い
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
）
が
発
足
、
事
務
所
を
役
場
議
場
に
設
置

21
日

午
前
９
時
に
避
難
指
示
解
除
、
中
条
地
区
に
中
条
川
土
石
流
災
害
に
関
す
る
避
難
勧
告

22
日

午
後
７
時
30
分
に
青
倉
（
北
向
）
地
区
に
中
条
川
土
石
流
災
害
に
関
す
る
避
難
勧
告

24
日

栄
中
学
校
の
卒
業
式
及
び
北
信
・
東
部
小
学
校
の
卒
業
式
・
閉
校
式
を
実
施

29
日

７
か
所
の
避
難
所
の
う
ち
４
か
所
（
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
悠
さ
か
え
、
箕
作
集
落
セ
ン
タ
ー
、
栄
中
学
校
、
東
部
小
学
校
）
の

避
難
者
数
が
０
人
に
な
る

４
月

１
日

秋
山
地
区
を
除
く
被
災
世
帯
を
対
象
に
震
災
義
援
金
か
ら
見
舞
金
を
支
給

３
日

栄
村
復
興
支
援
機
構
「
結
い
」
の
事
務
所
が
森
宮
野
原
駅
交
流
館
２
階
に
移
転

４
日

建
物
被
害
認
定
調
査
を
開
始

９
日

栄
小
学
校
の
避
難
者
数
が
０
人
に
な
る

12
日

栄
小
学
校
の
開
校
式
・
入
学
式
を
実
施

20
日

罹
災
証
明
書
の
発
行
を
開
始

28
日

栄
村
議
会
震
災
復
興
支
援
特
別
委
員
会
を
設
置

30
日

午
後
５
時
に
県
道
長
瀬
横
倉
（
停
）
線
か
い
回
り
坂
の
通
行
止
め
解
除

５
月

６
日

第
１
回
義
援
金
配
分
委
員
会
を
開
催

10
日

10
時
５
分
に
大
雨
の
た
め
中
条
地
区
と
青
倉
地
区
の
一
部
に
避
難
指
示

14
日

「
栄
村
の
復
興
を
考
え
る
会
」
が
栄
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
阿
部
守
一
県
知
事
が
参
加

北
野
天
満
温
泉
駐
車
場
に
仮
設
住
宅
５
戸
が
完
成
し
、
入
居
開
始

29
日

横
倉
農
村
広
場
に
仮
設
住
宅
35
戸
が
完
成
し
、
入
居
開
始

中条川全景（平成 23 年）復興イベント （平成 23 年） 栄村の復興を考える会 （平成 23 年）
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６
月

１
日

北
野
天
満
温
泉
の
避
難
者
数
が
０
人
に
な
る

12
日

復
興
イ
ベ
ン
ト
が
役
場
村
民
広
場
で
開
催

20
日

栄
村
役
場
の
避
難
者
数
が
０
人
に
な
り
、
全
て
の
避
難
所
を
閉
鎖

30
日

横
倉
農
村
広
場
に
第
２
次
分
の
仮
設
住
宅
15
戸
が
完
成
し
、
入
居
開
始

午
後
３
時
に
国
道
１
１
７
号
の
大
型
車
（
８
ｔ
超
）
通
行
止
め
解
除

７
月

３
日

「
清
水
ア
キ
ラ
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ー
」
が
、
か
た
く
り
ホ
ー
ル
で
開
催

11
日

中
条
川
土
石
流
災
害
に
関
す
る
避
難
勧
告
解
除

12
日

栄
村
震
災
対
策
本
部
を
解
散
し
、
栄
村
震
災
復
興
本
部
を
設
置

22
日

栄
村
農
事
放
送
農
業
協
同
組
合
の
清
算
総
会
及
び
解
散
記
念
式
典
が
開
催
（
３
月
17
日
か
ら
延
期
）

８
月

６
日
～
７
日

「
グ
ル
ッ
と
ま
る
ご
と
栄
村
サ
イ
ク
リ
ン
グ
特
別
編
」
が
開
催

７
日

「
サ
イ
ト
ウ
キ
ネ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
か
た
く
り
ホ
ー
ル
で
開
催

８
日

作
付
困
難
な
水
田
に
そ
ば
の
種
ま
き
を
実
施

11
日

栄
村
災
害
弔
慰
金
支
給
審
査
委
員
会
が
死
亡
者
３
人
を
「
災
害
関
連
死
」
に
認
定

12
日

復
興
祈
念
花
火
大
会
が
横
倉
農
村
広
場
で
開
催

10
月

16
日

信
州
プ
ロ
レ
ス
「
無
茶
フ
ェ
ス
２
０
１
１
in
栄
村
」
が
、
栄
中
学
校
体
育
館
で
開
催

栄
村
収
穫
祭
が
開
催

信
州
大
学
中
山
間
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
復
旧
・
復
興
の
現
状
と
今
後
の
課
題
～
震
災

後
７
カ
月
を
経
過
し
て
～
」
を
開
催

17
日

横
倉
仮
設
住
宅
に
仮
設
の
集
会
所
が
完
成

20
日

横
倉
仮
設
住
宅
集
会
所
に
併
設
の
仮
設
食
料
品
店
が
オ
ー
プ
ン

27
日

第
１
回
栄
小
学
校
音
楽
会
が
開
催

30
日

上
郷
中
学
校
と
栄
中
学
校
が
綱
引
き
で
交
流
す
る
最
後
の
「
し
な
ち
く
祭
」
が
開
催

12
月

14
日

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
・
北
陸
地
方
整
備
局
と
災
害
時
の
情
報
交
換
に
関
す
る
協
定
を
締
結

26
日

教
育
長
に
宮
川
幹
雄
氏
が
再
任

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

１
月

６
日

仮
設
住
宅
の
41
歳
男
性
が
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
屋
根
か
ら
転
落
、
翌
日
死
亡

28
日

森
宮
野
原
駅
前
に
生
鮮
食
料
品
店
が
オ
ー
プ
ン

１
月

29
日

午
前
10
時
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

午
後
７
時
30
分
頃
に
中
条
橋
が
積
雪
に
よ
り
崩
落　

２
月

１
日

豪
雪
に
よ
り
災
害
救
助
法
が
適
用

救
助
対
象
世
帯
（
１
１
２
世
帯
）
の
雪
下
ろ
し
と
地
区
内
道
の
除
排
雪
等
を
実
施

５
日

奥
田
建
国
土
交
通
副
大
臣
が
長
野
県
北
部
豪
雪
地
域
の
現
地
視
察
の
た
め
に
来
村

13
日

衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
（
村
井
委
員
長
以
下
13
名
）
が
豪
雪
地
域
の
現
地
調
査
の
た
め
に
来
村

15
日

第
１
回
栄
村
震
災
復
興
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催

３
月

１
日

豪
雪
対
策
本
部
が
残
雪
対
策
本
部
へ
移
行

30
日

青
倉
公
民
館
が
完
成

４
月

１
日

栄
村
診
療
所
長
に
本
村
医
師
が
就
任

20
日

栄
村
国
際
絵
手
紙
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
館
及
び
山
路
智
恵
絵
手
紙
美
術
館
が
再
開

22
日

村
長
に
島
田
茂
樹
氏
が
無
投
票
再
選

７
月

２
日

武
蔵
村
山
市
に
栄
村
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン

19
日

天
皇
皇
后
両
陛
下
、
長
野
県
北
部
地
震
の
被
災
者
の
お
見
舞
い
の
た
め
に
ご
来
村

８
月

７
日

福
幸
そ
ば
の
種
ま
き
を
実
施

９
月

３
日

ロ
ン
ド
ン
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
の
三
宅
宏
美
氏
が
来
村

20
日

森
公
民
館
が
完
成

10
月

１
日

副
村
長
に
斉
藤
家
富
氏
が
再
任

16
日

栄
村
震
災
復
興
計
画
を
策
定

11
月

15
日

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会
が
設
立

信
州
大
学
農
学
部
と
の
協
力
協
定
を
締
結

24
日

横
浜
市
栄
区
に
栄
村
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン

26
日

復
興
公
営
住
宅
が
完
成

12
月

５
日

仮
設
住
宅
の
取
り
壊
し
が
開
始

平
成
25
年
（
２
０
１
3
）

１
月

４
日

栄
村
歯
科
診
療
所
長
に
益
野
歯
科
医
師
が
就
任

２
月

28
日

栄
村
震
災
記
録
集
「
絆
」
を
発
刊

清水アキラ スペシャルショー（平成 23 年）復興祈念花火（平成 23 年）崩落した中条橋（平成 24 年）復興計画策定委員会懇談会（平成 24 年）天皇皇后両陛下お見舞い（平成 24 年）福幸そばの種まき（平成 24 年）
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３
月

22
日

村
民
住
宅
長
瀬
団
地
１
棟
８
戸
が
完
成

５
月

21
日

栄
村
議
会
議
長
に
福
原
和
人
氏
が
就
任

７
月

10
日

栄
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
「
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

８
月

29
日

村
内
の
避
難
所
（
公
民
館
20
施
設
）
の
耐
震
診
断
を
開
始

９
月

16
日

台
風
18
号
に
よ
り
中
条
川
で
土
石
流
災
害
が
発
生
し
、
栄
村
森
林
組
合
事
務
所
が
大
規
模
な
被
害
を
受
け
る

森
（
中
条
）・
青
倉
（
北
向
）
地
区
に
避
難
指
示

10
月

３
日

第
１
回
復
興
推
進
委
員
会
を
開
催

15
日

台
風
26
号
に
よ
り
中
条
川
で
土
石
流
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま
り
、
森
（
中
条
）・
青
倉
（
北
向
）
地
区
に
避
難
勧
告

27
日

信
州
プ
ロ
レ
ス
「
無
茶
フ
ェ
ス
２
０
１
３
in
栄
村
」
が
、
栄
中
学
校
体
育
館
で
開
催

11
月

１
日

復
興
支
援
員
１
名
を
配
置
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
）

２
日

横
浜
市
栄
区
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結

12
月

25
日

中
条
橋
が
開
通

平
成
26
年
（
２
０
１
4
）

２
月

21
日
～
24
日

大
雪
災
害
へ
の
支
援
と
し
て
、
山
梨
県
山
梨
市
へ
役
場
職
員
３
名
を
派
遣

３
月

９
日

長
野
県
文
化
振
興
事
業
団
・
八
十
二
文
化
財
団
の
主
催
に
よ
る
「
追
悼
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

11
日

各
集
落
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
非
常
用
発
電
機
及
び
投
光
器
を
設
置

13
日

栄
村
地
域
防
災
計
画
を
策
定

31
日

小
滝
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
震
災
体
験
記
録
集
「
あ
の
瞬
間
を
忘
れ
な
い
」
を
発
刊

４
月

１
日

復
興
支
援
員
２
名
を
追
加
配
置
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
）

栄
村
歯
科
診
療
所
長
に
桜
井
歯
科
医
師
が
就
任

８
日

秋
山
地
区
に
震
度
計
を
設
置
、
運
用
を
開
始

28
日

北
野
天
満
温
泉
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
火
入
れ
式
を
開
催

６
月

14
日

北
信
州
植
樹
祭
を
ト
マ
ト
の
国
で
開
催

25
日

杉
良
太
郎
コ
ン
サ
ー
ト
が
栄
中
学
校
体
育
館
で
開
催

８
月

10
日

県
知
事
に
阿
部
守
一
氏
が
再
選

９
月

３
日

栄
村
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成

10
月

13
日

台
風
19
号
災
害
警
戒
本
部
を
設
置

午
後
４
時
に
中
条
・
屋
敷
地
区
に
避
難
準
備
情
報
発
令

10
月

16
日

復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
あ
な
た
に
」
が
、
か
た
く
り
ホ
ー
ル
で
開
催

21
日

中
条
川
砂
防
事
業
促
進
協
議
会
が
設
立

11
月

５
日

大
規
模
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
国
土
交
通
省
・
県
・
村
の
合
同
防
災
訓
練
実
施
を
実
施

12
月

18
日

国
道
４
０
５
号
が
東
電
導
水
路
溢
水
に
よ
り
全
面
通
行
止

22
日

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

平
成
27
年
（
２
０
１
5
）

３
月

１
日

栄
村
防
災
マ
ッ
プ
を
策
定

14
日

北
陸
新
幹
線
が
金
沢
ま
で
延
伸
開
業

４
月

１
日

栄
村
歯
科
診
療
所
長
に
小
林
歯
科
医
師
が
就
任

秋
山
地
区
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
３
名
を
配
置

22
日

栄
村
物
産
館
「
ま
た
た
び
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

７
月

３
～
４
日

「
第
20
回
全
国
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
栄
村
」
が
開
催

10
日

栄
村
農
産
物
直
売
所
「
か
た
く
り
」
が
オ
ー
プ
ン

８
月

12
日

第
１
回
栄
村
総
合
戦
略
会
議
を
開
催

11
月

１
日

村
内
全
域
を
対
象
に
、
栄
村
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

12
月

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
が
開
業
20
周
年
を
迎
え
る

栄
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
策
定

平
成
28
年
（
２
０
１
6
）

４
月

１
日

秋
山
小
学
校
が
栄
小
学
校
に
統
合
さ
れ
、
秋
山
分
校
と
な
る

北
信
薬
剤
師
会
と
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
及
び
医
薬
品
等
の
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結

飯
水
歯
科
医
師
会
と
災
害
時
の
歯
科
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結

一
般
社
団
法
人
飯
水
医
師
会
と
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結

27
日

栄
村
森
宮
野
原
駅
前
複
合
施
設
「
絆
」
が
オ
ー
プ
ン

５
月

15
日

村
長
に
森
川
浩
市
氏
が
就
任

６
月

５
日

全
国
植
樹
祭
に
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
村
長
と
懇
談

７
月

14
日
～
29
日

熊
本
地
震
へ
の
災
害
支
援
と
し
て
、
熊
本
県
嘉
島
町
へ
役
場
職
員
２
名
を
派
遣

横浜市栄区と友好交流協定を締結（平成 25 年）栄村ライスセンター（平成 26 年） 中条川の土石流災害（平成 25 年）栄村直売所かたくり（平成 27 年）栄村森宮野原駅前複合施設「絆」オープン（平成 28 年） 栄村直売所かたくりオープン（平成 27 年）

9 8栄村震災 10年のあゆみ 栄村震災 10年のあゆみ

２　震災 10 年のあゆみ



８
月

６
日

栄
村
歴
史
文
化
館
「
こ
ら
っ
せ
」
が
オ
ー
プ
ン

11
～
12
日

菅
沢
ま
つ
り
が
開
催

10
月

１
日

村
制
施
行
60
周
年
及
び
栄
中
学
校
開
校
40
周
年
を
迎
え
る

11
月

13
日

村
制
施
行
60
周
年
記
念
共
催
事
業
と
し
て
プ
ロ
レ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」
を
開
催

19
～
20
日

44
年
ぶ
り
に
蒸
気
機
関
車
が
飯
山
線
を
運
行　

23
日

豊
栄
地
区
を
対
象
に
、
栄
村
防
災
訓
練
を
実
施

12
月

５
日

副
村
長
に
森
重
俊
幸
氏
が
就
任

平
成
29
年
（
２
０
１
7
）

１
月

18
日

栄
村
防
災
マ
ッ
プ
の
雪
害
対
策
編
を
策
定

３
月

栄
村
総
合
振
興
計
画
を
策
定

15
日

一
般
社
団
法
人
長
野
県
建
築
士
会
飯
水
支
部
と
災
害
時
に
お
け
る
応
急
危
険
度
判
定
士
の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

４
月

17
日

平
滝
清
水
河
原
貸
工
場
が
完
成

７
月

22
日

「
第
１
回
さ
か
え
夏
祭
り
」
が
森
宮
野
原
駅
前
で
開
催

23
日

信
州
プ
ロ
レ
ス
「
無
茶
フ
ェ
ス
in
栄
村
」
が
開
催

10
月

28
日

森
地
区
水
源
転
換
工
事
が
完
了

11
月

15
日

箕
作
平
滝
大
橋
が
開
通

12
月

８
日

小
滝
地
区
の
震
災
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
る

平
成
30
年
（
２
０
１
8
）

３
月

17
日

栄
村
観
光
大
使
に
信
州
プ
ロ
レ
ス
代
表
の
「
グ
レ
ー
ト
・
無
茶
」
氏
が
就
任

４
月

１
日

栄
村
診
療
所
長
に
佐
々
木
医
師
が
就
任

５
月

25
日

21
時
13
分
に
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
震
度
５
強
の
地
震
が
発
生

【
本
震
・
午
後
９
時
13
分
に
震
度
５
強
／
余
震
・
午
後
９
時
14
分
に
震
度
１
、
午
後
９
時
15
分
に
震
度
２
】

地
震
災
害
警
戒
本
部
を
設
置

７
月

２
日

長
瀬
新
田
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器
及
び
瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡
の
２
点
が
村
宝
に
指
定

20
日

栄
村
観
光
大
使
に
倪
頌
霖
氏
が
就
任

８
月

20
日

栄
村
議
会
に
て
災
害
発
生
時
の
議
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

11
月

４
日

東
部
地
区
を
対
象
に
、
栄
村
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

15
日

土
合
橋
が
開
通

12
月

26
日

教
育
長
に
石
澤
清
人
氏
が
就
任

平
成
31
年
・
令
和
元
年
（
２
０
１
9
）

１
月

18
日

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定

４
月

30
日

信
州
プ
ロ
レ
ス
「
元
号
ま
た
ぎ
イ
ベ
ン
ト
」
が
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
で
開
催

８
月

７
日

栄
村
観
光
大
使
に
山
路
智
恵
氏
が
就
任

10
月

12
日

台
風
19
号
に
よ
り
千
曲
川
が
氾
濫
し
、
箕
作
地
区
で
浸
水
被
害
等
が
発
生

村
内
各
地
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
最
大
で
61
世
帯
１
３
１
名
が
避
難
所
へ
避
難

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

３
月

２
日
～
18
日

国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
村
内
小
中
学
校
を
臨
時
休
校

14
日

栄
小
学
校
秋
山
分
校
の
卒
業
式
・
休
校
式
を
実
施

横
倉
地
区
に
民
間
賃
貸
住
宅
「
ヴ
ィ
レ
パ
ル
」
が
完
成

４
月

１
日

栄
村
診
療
所
長
に
杉
山
医
師
が
就
任

６
日

栄
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

29
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
村
に
相
談
窓
口
を
開
設

５
月

15
日

村
長
に
宮
川
幹
雄
氏
が
就
任

６
月

22
日

副
村
長
に
桑
原
全
利
氏
が
就
任

７
月

27
日

栄
村
水
害
対
策
訓
練
を
実
施

９
月

４
日

台
風
19
号
へ
の
対
応
に
関
わ
り
栄
村
消
防
団
が
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
る

27
日

避
難
所
設
営
訓
練
を
実
施

10
月

26
日

台
風
19
号
へ
の
対
応
に
関
わ
り
栄
村
消
防
団
が
長
野
県
知
事
表
彰
を
受
け
る

11
月

9
日

明
石
大
橋
が
開
通
し
、
県
道
箕
作
飯
山
線
が
全
線
開
通

中
条
川
復
旧
工
事
第
１
期
計
画
完
了
に
よ
る
記
念
植
樹
を
実
施

12
月

16
日

連
日
の
大
雪
に
よ
り
大
規
模
停
電
等
が
発
生

　

第１回さかえ夏祭り（平成 29 年）箕作平滝大橋開通式（平成 29 年） 村制 60 周年記念式典（平成 28 年）中条川記念植樹（令和２年） 土合橋開通式（平成 30 年）台風 19 号による浸水被害（令和元年）
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２　震災 10 年のあゆみ



　
「
こ
の
場
所
で
営
業
が
成
り
立
つ
の

か
。」

　

多
く
の
方
々
の
心
配
を
よ
そ
に
、

２
０
１
０
年
12
月
10
日
に
中
華
料
理

「
樓
蘭
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
翌
年
の
３
月
12
日
、
最
初
の
冬

を
乗
り
越
え
「
こ
れ
か
ら
だ
」
と
い
う

時
に
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
気
持
ち
が

沈
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
避
難
先
の

公
民
館
で
集
落
の
人
々
と
の
寝
食
を
共

に
し
、
役
割
分
担
を
決
め
、
互
い
を
気

遣
い
あ
う
生
活
が
私
を
癒
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
店
の
再
開
は
ワ
ン
コ
イ
ン

（
５
０
０
円
）
の
バ
イ
キ
ン
グ
に
始
ま

り
、
５
月
の
連
休
時
に
は
３
時
間
待
ち

　

あ
の
日
か
ら
間
も
な
く
10
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

当
日
、
被
災
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ

た
環
境
の
中
、
不
安
の
日
々
を
送
っ
て

い
た
に
違
い
な
い
。
当
時
副
団
長
を
務

め
て
い
た
私
は
、
地
震
発
生
直
後
団
長

と
共
に
本
部
に
詰
め
て
い
た
。
被
災
者

の
無
事
と
火
災
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を

た
だ
た
だ
祈
っ
た
。

　

あ
わ
た
だ
し
い
空
気
が
流
れ
る
中
、

よ
う
や
く
各
分
団
長
よ
り
被
災
者
（
全

村
民
）
の
安
否
確
認
が
取
れ
た
と
の
報

告
が
団
長
に
入
っ
た
。

　

大
規
模
災
害
等
に
お
け
る
消
防
団
の

重
要
性
と
災
害
時
等
へ
の
対
応
を
意
識

し
た
消
防
団
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て

の
行
列
と
な
り
ま
し
た
。
口
コ
ミ
だ
け

で
も
数
年
は
か
か
る
と
言
わ
れ
る
中
で
、

「
樓
蘭
」
の
名
は
、
瞬
く
間
に
新
潟
と

長
野
の
両
県
に
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
、
風
雪
の
中
で
の
駐

車
場
確
保
に
苦
悩
し
、
往
復
３
時
間
の

仕
入
れ
と
の
戦
い
に
、
何
度
天
を
仰
ぎ
、

呟
い
た
こ
と
か
。
昨
年
の
12
月
26
日
を

最
後
に
、
店
を
閉
じ
た
今
、
顧
み
て
想

う
こ
と
は
、「
す
べ
て
の
事
、
相
働
き

て
益
と
な
す
」
と
い
う
聖
書
の
言
葉
が

実
体
験
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、「
そ

の
時
、
及
び
も
つ
か
な
か
っ
た
出
来
事

や
試
練
が
全
て
益
と
な
っ
た
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
信
仰
に
殉
じ
る
晩
年
を
妻

と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
「
ま
だ
見
ぬ
人
生
、
夢
ひ
と
つ
叶
え

る
た
め
に
在
る
。」

　

新
た
な
人
生
の
旅
立
ち
で
す
。

痛
感
し
た
と
き
だ
っ
た
。

　

団
員
の
昼
夜
を
分
か
た
ず
24
時
間
に

渡
る
警
戒
態
勢
に
は
、
良
く
頑
張
っ
て

く
れ
た
と
感
謝
の
言
葉
以
外
何
も
な
い
。

地
震
発
生
か
ら
４
日
目
、
被
災
者
が
待

ち
望
ん
だ
一
時
帰
宅
が
実
現
し
た
。

　

近
隣
の
市
町
村
の
消
防
団
の
応
援
も

大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　

私
は
、
当
時
の
事
を
決
し
て
忘
れ
ま

い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
忘
れ
て
ほ
し
く

な
い
と
い
う
感
覚
が
あ
る
。

　

団
長
を
引
き
継
い
だ
４
年
間
、
常
に

災
害
の
無
い
村
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
。

高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
栄
村
で
は
消

防
団
も
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

　

自
然
災
害
の
力
は
計
り
知
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
備
え
を
持
つ
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
大
切
で
あ
る
。

　

自
助
共
助
で
地
域
の
防
災
力
強
化
を

願
う
も
の
で
あ
り
、
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
た
い
。

人
生
を
共
有
す
る
方

時と

き間
の
流
れ
は

箕
作  

渡
辺  

俊
男
さ
ん

切
欠  

齋
藤 

眞
吾
さ
ん
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２　震災から 10 年を迎えて

３   

震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
て
（
村
民
か
ら
の
寄
稿
）



　

前
日
は
飯
山
の
保
健
所
で
管
内
保
健

師
の
研
修
中
、
震
度
３
の
揺
れ
に
私
だ

け
机
の
下
に
も
ぐ
っ
て
い
た
。
ま
さ
か

翌
朝
栄
村
に
大
地
震
が
く
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　

避
難
所
は
雪
も
降
り
、
余
震
の
続
く

大
変
な
暮
ら
し
だ
っ
た
。
安
心
、
安
全

を
第
一
に
仲
間
と
全
力
で
取
り
組
ん
だ
。

県
や
近
隣
の
医
師
、
保
健
師
、
健
康
運

動
指
導
士
会
、
作
業
療
法
士
会
な
ど
、

保
健
医
療
関
係
者
に
多
大
な
協
力
、
応

援
を
い
た
だ
い
た
。

　

県
在
宅
看
護
職
の
会
の
会
員
が
チ
ー

ム
で
集
落
に
入
り
、
私
た
ち
に
代
わ
っ

て
住
民
の
話
を
聴
き
、
相
談
に
の
っ
て

く
れ
た
。
集
団
風
邪
や
食
中
毒
な
ど
は

発
生
し
な
か
っ
た
が
、
３
名
が
関
連
死

さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と

だ
っ
た
。

　

昨
春
、
村
中
を
ま
わ
る
機
会
が
あ
っ

　

あ
れ
か
ら
10
年
。
が
む
し
ゃ
ら
に
走

り
続
け
て
き
た
。
失
意
で
ど
ん
底
な
毎

日
の
１
年
目
、
中
越
地
震
の
復
興
状
況

を
学
び
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
希
望
と
勇

気
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。「
み
ん
な
戻
っ
て
今
ま

で
ど
お
り
小
滝
で
暮
ら
そ
う
」
と
声
を

か
け
続
け
た
２
年
目
、
１
年
９
か
月
を

経
て
人
は
戻
っ
た
が
、
４
戸
６
人
が
集

落
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
12
月
１

日
を
「
小
滝
復
興
の
日
」
と
銘
打
ち
毎

年
顔
を
合
わ
せ
て
歩
み
を
振
り
返
っ
て

い
る
。
３
年
目
、
み
ん
な
の
想
い
を
込

め
た
「
小
滝
震
災
復
興
計
画
」
を
策
定

し
た
。
掲
げ
る
夢
は
「
３
０
０
年
後
に

小
滝
を
引
き
継
ぐ
」
と
し
、
集
落
全
員

た
が
、
空
家
と
耕
作
放
棄
地
が
多
く

な
っ
た
と
実
感
。
公
民
館
に
集
い
、
体

を
動
か
し
、
笑
い
に
汗
し
た
あ
の
頃
が

懐
か
し
く
思
え
た
。「
お
ー
い
皆
、
元

気
か
ー
」

　

退
職
し
て
８
年
、
専
業
農
家
。
自
家

用
米
は
ハ
ゼ
か
け
、
野
菜
は
有
機
減
農

薬
を
心
が
け
、
少
し
直
売
所
に
出
荷
し

て
い
る
。
夫
の
趣
味
の
山
ブ
ド
ウ
栽
培

は
助
手
。
秋
の
収
穫
と
ワ
イ
ン
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
い
る
。
ひ
ざ
腰
で
医
者
が

か
り
だ
が
、
無
理
を
せ
ず
や
っ
て
い
る
。

世
話
に
な
っ
た
在
宅
看
護
職
の
会
の
仲

間
に
な
り
、
私
に
も
何
か
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
に
は
あ
の
時
、
地
域
の
つ
な

が
り
と
助
け
合
い
で
乗
り
越
え
た
大
き

な
力
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
、
前
を
向
い
て
歩
み

た
い
と
思
う
。

が
同
じ
方
向
を
向
き
、
歩
み
始
め
た
。

①
積
極
的
な
発
想
と
環
境
整
備
②
資
源

の
見
直
し
と
活
用
③
集
落
外
の
人
々
と

の
交
流
活
動
。
３
つ
の
柱
は
「
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
集
落
づ
く
り
」
定
住
対
策

で
あ
る
。
交
流
活
動
に
よ
り
小
滝
の
素

晴
ら
し
さ
に
改
め
て
気
づ
い
た
。
地
域

資
源
を
見
直
し
「
コ
タ
キ
ホ
ワ
イ
ト
」

と
い
う
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
挑
戦
。
４

年
目
に
は
集
落
全
戸
が
加
入
の
「
合
同

会
社
小
滝
プ
ラ
ス
」
を
立
ち
上
げ
た
。

計
画
に
掲
げ
た
事
業
の
ほ
と
ん
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
多
く
の
み
な
さ
ん

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
夢
が
手
に
届

く
よ
う
に
思
え
て
き
た
。「
支
援
を
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
歩
み
続
け
る
小

滝
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
恩
返
し
」

が
合
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
力
を

合
わ
せ
仲
良
く
ス
テ
キ
な
小
滝
づ
く
り

を
し
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い
。
ま
だ

ま
だ
３
０
０
年
後
の
10
年
で
し
か
な
い

の
だ
か
ら
・
・
・

あ
の
時

夢
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
る

野
田
沢  

宮
川 

裕
子
さ
ん

小
滝  

樋
口  

正
幸
さ
ん
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３　震災から 10 年を迎えて
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４　写真で振り返る 10 年

４   

写
真
で
振
り
返
る
10
年
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４　写真で振り返る 10 年
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